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(平成20年度科学技術振興調整費調査研究報告書より抜粋)

日本の高等教育：山積する課題
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国境の希薄化

激しさを増す学生や教員の流動性

国境を越えた研究協力の普遍化

大学国際ランキングの横溢

高等教育のグローバル化

The Great Brain Race: How Global Universities Are Reshaping the World 
(Ben Wildavsky, 2010)
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「（GATTによる）
貿易自由化勧告は、
第二の黒船だ。日本
は、いつまでも鎖国
貿易を続ける訳には
いかない」

「貿易の完全自由化
が最終的な目標だと
しても、今の日本の
産業界は、まだ発展
途上にあり、保護さ
れるべきだ」

日本の高等教育の育成と国際化は、どうあるべきか？
高等教育のTPP時代が始まる！

グローバル化とナショナリズムの混成の時代

「政産官の鉄のトライアングル」
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日本の大学が「生き残る」とは、どういうことか？
「大学全入時代」は、日本の国内問題にしか過ぎず、世界の高等
教育における問題ではない。
世界のグローバル化が進む中で、そもそも日本人の学生数の減少
だけを問題とすること自体が間違っているのではないか？
日本から海外に留学する学生の数が、大幅な減少傾向にあること
をどう考えるか？（特に、世界的な「知識の交流」や「教育鎖国
化」という点から）
政官主導の国策として、「生き残る大学」が決められていくの
か？
それとも、各大学が互いに切磋琢磨しながら、「共存共栄」の道
を進むのか？
日本国内で生き残れても、世界の高等教育界で生き残れるのか？
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今、日本の大学が「生き残る」ために実行していること

ブランド力などを利用した学生・教員・外部資金集め

大学や学部レベルでの合併や統合
より効率的な経営・教職員の削減

社会人の大学院・大学への呼び戻し
大学の「レジャーランド化」による「集客力」の向上

教育・研究環境の改善（少なくとも重点的な努力目標）
留学生の誘致、等々

これら各々の功罪は何か？相乗効果や相殺効果は？
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教育開国について：視点と課題
頭脳流出 vs. 頭脳分散 vs. 頭脳循環（学生・教員）

大学における実践的な英語を使ったコミュニケーション力（教員・
スタッフ・学生）。これは、「比較的取り組みが容易」なのではな
いか（例：英語だけを使って教える講義を増やす）。

市場開放しても、世界的に魅力的でない大学に外国から学生や教員
は来ない。それを無理矢理連れてきても、じり貧になるだけ。大学
の「大相撲化」(黒川)が必要。

よりグローバルにオープンになりつつある教育的ツール・コンテン
ツ・知識コミュニティーやネットワークから、日本が恩恵を得られ
なくなることのマイナス。英語・非英語圏の情報格差の増大。

教育において、日本が国際貢献をできなくなっていく（ICTの進歩に
よって、時間的・空間的な障壁・デバイドが取り除かれたことで、こ
の問題点がよりはっきりと見えるようになった）。
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日本の「誰」が、やられっ放しなのか？
反撃する「相手」は、どこの誰なのか？

JMOOCパネル
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“ALL JAPAN”の総力戦
言うは易し、行うは難し
精神だけでは勝てない
大組織だけでは勝てない

「Eの時代」から「Oの時代」を経て「Cの時代」へ
Eの10年：1990年代
e-コマース、e-ビジネス、e-パブリッシング、e-ラーニング 
Gopher (1991)、WWW (1991)、Mosaic (1993)、XML (1996)、WebCT & 
Blackboard (1997)、他 

Oの10年：2000年代
オープンソース、オープンシステム、オープンスタンダード、オープンアクセス、
オープンエデュケーション、オープンリサーチ、オープンイノベーション
WEB 2.0、Wikipedia、YouTube、Blogs、OpenCourseWare、iTunes U、他
「解放テクノロジー」 (J. M. Unsworth) 

Cの10年：2010年代
Collaboration、Collectivity、Communities、Commons、Cloud
Social Networking Service (SNS)、Twitter、Social Learning、Meta 
University



UK Open University “in” Japan



vs. Open University “of” Japan

OU Wars!
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(Courtesy by: Xavier Ochoa, 2013)
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Text

22



23

(Stacey,P., Green,C., Jenkins, M., & Bier, N., 2013)
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(Stacey,P., Green,C., Jenkins, M., & Bier, N., 2013)
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「ウェブで学ぶ」第五章
オープンエデュケーションと日本人、そして未来へ

「残りのすべての人々のため」の教育？
英語圏と非英語圏で違いはあるか
ロングテール化する教育
日本でのオープンエデュケーションの萌芽
「英語で学ぶ」ために「英語を学ぶ」　
キャッチアップ型の学びを超えて
グローバル・プラットフォームの進化がもたらしたインパクト
享受者としてのデジタルネイティブたち
予測不能な未来を生きるために
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飯吉　結局、オープンエデュケーションとは、テクノロジーの
力を得て、教育がついに手にすることができた「自己拡張と自
己進化のための恒久的な仕組み」なのだ、と思います。また同
時に、教育に関わる様々な文化や制度も変容されていく。... こ
のような「仕組み」を手に入れられたことで、21世紀の「学び
と教え」は、世界中の人々の情熱と叡智を糧として、スピード
感を持って有機的に成長していくことが可能になったのです。

予測不能な未来を生きるために

飯吉　結局、オープンエデュケーションとは、テクノロジーの
力を得て、教育がついに手にすることができた「自己拡張と自
己進化のための恒久的な仕組み」なのだ、と思います。また同
時に、教育に関わる様々な文化や制度も変容されていく。... こ
のような「仕組み」を手に入れられたことで、21世紀の「学び
と教え」は、世界中の人々の情熱と叡智を糧として、スピード
感を持って有機的に成長していくことが可能になったのです。
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梅田　いま私たちは多かれ少なかれ、世界がものすごいスピー
ドで変化していっている現実の前で戸惑っている、というとこ
ろがあると思います。「こうすればすべての問題が解決する」
という処方箋など存在しない中でいちばん大切なことは、「未
来は予測不能」という前提に立って、一人ひとりが、少しでも
可能性があると思える方に向かって行動し、試行錯誤を繰り返
していくしかないのだと思います。
　... オープンエデュケーションは、いずれは世界中すべての人
たちに「ウェブで学ぶ」素晴らしい機会を提供することで、私
たち一人ひとりの可能性を押し広げる役割を果たすものへと発
展してほしいと願っています。

予測不能な未来を生きるために

一人ひとりの可能性を押し広げる役割を果たすもの
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「失敗を起こさないことを重視する」という減点主義・「前例
に従え」的な価値観や文化が、日本の社会や教育のシステムの中
に蔓延している。

だから「失敗しても挽回・逆転するための手段としての、教育の
意味や価値」が、日本で軽んじられてきたのではないか。

つまり「失敗して当たり前。転んでもまたすぐに立ち上がって歩
きだせばいい」という社会では、オープンエデュケーションが
「アクティブ」なセーフティーネットとして機能するはず。

チャレンジ精神、好奇心、自ら変わり続ける勇気、自分や他人の
成功に対する素直な賞賛と敬愛の気持ちが大切。

どうして一人ひとりの可能性が広がらないのか？
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今では、大学生が大学に行く意味が、もはや「就職のため」に
なっているのが事実だと思います。やりたい勉強よりも学歴社
会が重くのしかかってきます。

僕もやりたい勉強よりも就職(その他学歴的格差)を優先して京
大に来ました。その意味では、「授業が自分のやりたい勉強を
邪魔してる」と感じないとは言い切れません。「じゃあ辞めれ
ば」との意見がありましたが、もっともだとは思いますが自分
に置き換えた時には本当に「辞める」と言えるのでしょうか?

個人的には「いやいや勉強する」のは何も身につかないと思っ
ているので、しばられた環境で学ぶものはないと思います。

だが好みだけでは選べない現状がある。だから、新たな発見が
あるかもしれないと納得していくしかない、そういう感じなの
かなと思いました。（法学部1年 H・Y君）

<ゼミ学生の声>
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実直に学んだ者が報われる社会でなければ
MOOCやオープンエデュケーションは

普及も進展もしない
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オープン
プラクティス

オープンエデュケーションの三構成要素

オープン
テクノロジー

オープン
コンテンツ

オープン
ナレッジ

+1
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Massive Open Online Course
世界中から10万人以上が登録
学習評価サービスも提供
コース修了者には認定書を発行
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Massive Open Online Course: MITx
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MOOC Wars? Coursera vs. edX

スター教師たちが参戦する
「教えのバトル・ロワイヤル」

大学 (組織) → 教員 (個人)
というシフト
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8.01x = The Best Remix of 8.01 + 8.01T
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サーカスのように夢中になれる大講義「基礎物理学」
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John Belcher教授と仲間たちによる授業改革プロジェクト

TEAL (Technology Enable Active Learning)

The Gallery of Teaching and Learning - KEEP Case Studies: Transferring Knowledge and Experience
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8.01x = The Best Remix of 8.01 + 8.01T

44



KyotoUx001
Chemistry of Life

by Prof. Motonari Uesugi

https://www.edx.org/course/kux-kyoto-university/id001/chemistry-life/858
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KyotoUx 001の国外の受講者から成績上位の者を、意
欲等も考慮して１名選び、京都大学大学院への国費留
学生として推薦する（年齢は問わない）。総長賞授与
（先行には、総長本人も参加）。

講義期間中に、国内外の受講生から成績優秀者を５名
程度選抜し、京都大学に１週間ほど招待する（バー
チャルからリアルへ）。

受講生の中で、優秀なバーチャルTAを「Best TA」とし
て表彰する。

KyotoUx 001：３つの特典

（以上、11月1日の記者会見にて発表）
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Meta University
への足掛かり？
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修了証 (Certificate）
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オープンな学習の成果認定のための修了証やオープン・バッジ
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地元大学教員 vs. MOOC教員 
51

オープンな教育の進展のためのオープン・データ
Open Data for the Open Educational Advancement

★「ノイズリダクション装置」としてのオープンエデュケーション
★「人の学びのプロセスや成果」がよりよく見えるようになる
★「学びの社会的なインパクトの有無」もよりよく見えるようになる
★ 個としての学生・教員・大学が、より明瞭に描き出されるようになる
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MOOCsで修了証だけでなく単位も取れる?
Supported by
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格差超越装置としてのオープンエデュケーション
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http://www.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail02_3402_all.html
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一人の教育者の情熱と狂気
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情熱増幅装置としてのオープンエデュケーション
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What is the 21st Century Education?

http://www.youtube.com/watch?v=Ax5cNlutAys
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21st century education is about

creativity
cultural awareness
problem solving
innovation
civic engagement
communication
productivity

collaboration
accountability
exploration
initiative
responsibility
leadership

Today, teachers must be
innovators
mentors
entrepreneurs
motivators
illuminators
catalysts

, and learners must be
teachers
researchers
synthesizers
innovators
explorers
 ?
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OpenStudy：世界中の学生が学び合い教え合う

「リアルな繋がり感が、ハンパじゃないっす！」

「Yahoo!知恵袋とは、全然違う世界です！」
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「今この教育界の激動の時代に、大学の教育も変革を余儀なくされる
と思います。その真っ只中にいる中で、私たち学生の身分ではその変
革を見ているしかありませんが、ただそれに振り回されるのではな
く、主体的に考え、取捨選択することが大切であろうと思います。変
革の背景をきちんと理解していると、教育の目指す方向性がよりはっ
きりと分かり、より効率的に学ぶことができると思います。」（工学
部１年 中村拓哉君）

「（オープンエデュケーションを）積極的に利用したいと思った。具
体的には、大学の講義の補助教材として使ってみたいと思う。（中
略）京大OCWなどを利用して、講義の内容を完全に理解し、その理
解をさらに深めたいと思う。」（文学部１年 足利聡太君）

「ある事柄について本当に学びたい者同士がオンライン上でコミュニ
ティを作り、議論などを交わしながら積極的に学ぶというのは、これ
までには存在しなかった学習形態である。OpenStudyを通じてこの
ような学習形態を構築すれば、従来の何倍も効率よく、そして楽しく
学習できることは間違いないと感じた。また、これは何も学ぶ側に関
してのみ言えることではなく、教える側に関しても言えることであ
る。」（経済学部１年 宮垣徹哉君）

をテキストにしたポケ
ゼミを通じ、京大の１
年生たちは、何を感じ
考えたか？
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MOOCを教えることは、
もはや大学教員の「専売特許」ではない
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(熱意と創意工夫に溢れた) 学生アマチュア教師たちの台頭
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教育を草の根で変えていく若き学生・社会人たち

73

誰でも無料でMOOCが提供できる！
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(EXOO, C., & EXOO, C., Salon, 2013)

MOOCは高等教育の危機を救えるか？:
Access vs. Retention
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MOOCsを巡る教育的評価・質保証の課題
Massiveな教育評価の「厳格化」 vs. 「簡素化・効率化」のバランス

成績付けのための評価 vs. 学習促進・学習目標達成のための評価

学修のインセンティブとしての学位取得→単位取得→修了証取得
（MOOCsを受講している多くの人は、既に学士以上の学位を取得済み）

大学間の単位や講義の互換性（同等の学習量・学習内容か？）

「学位＝カリキュラムによって選定された講義群」という縛り

アラカルトに講義を取っていく中で、学科や講義を越えた多様な技能の
習得をどう保証するか

ビッグ・データの活用（学生支援・教員支援・授業＆教材・カリキュラム改
善など）
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高等教育の未来

「高等教育システム」の構造的見直し：

　 パイプライン型 → ネットワーク型（知識と人）

「物理的空間としての大学」という概念の見直し

「運営組織・経営体としての大学」の在り方の見直し

「大学教員」という職業の見直し

「教える人＝教員 vs.  学ぶ人＝学生」という役割の見直し

「高等教育＝学位」という固定観念の見直し

「社会 vs. 大学」という対立軸の見直し
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日本の大学が「教育の質」を高めていくための指針

教育支援のための人材育成

教育支援体制の持続に不可欠なエコシステムの構築

教育改善を責任を持って推進するリーダーシップの育成

実績ベースの昇進制度の整備と人材（アドミニストレーター、
教員、職員）の流動性の確立

教育開国によるグローバル化する教育システムとネットワーク
への積極的参加

教育・研究・行政・経営管理における戦略的・包括的なICT活
用の促進と普及

戦略
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大学の存在意義について考え、問題点を意識したうえでオープ
ンんエデュケーションのこれからについて考えるのは大切かも
しれませんが、その議論に拘泥してオープンエデュケーション
の流れが立ち止まってしまったり、仲たがいが起こったりする
のであれば、それはもったいないことだと思います。

今の大学教育中心の世の中で大学教育の本質がハッキリしない
ならば、それこそオープンエデュケーションによる教育の成果
として大学教育の本質が今までよりハッキリ見えてくる可能性
も大いにあるからです。

要はオープンエデュケーションがもっとじゃんじゃん広がって
しまえ、と思うのです。（教育学部1年K・Yさん）

<ゼミ学生の声>
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一人ひとりの無限の可能性のための
次世代教育環境 ＝ オープンエデュケーション
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Ｔ型人材

専
門
的
知
識
・
能
力

広い視野・多面的洞察

超

Open 
Education
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グローバル人材とオープンエデュケーション
（時に狂おしいほど）情熱的である。

「生き方のモード」であって、そのような「人材としての完成
形」がある訳ではない。

自分を拡張し成長させ、新しいことに挑戦し続ける。

自ら「グローバル人材」になることの方が、「グローバル人材」
を育てることよりも、ずっと簡単。

より楽しく前向きに学び続け、働き続けることができる。

自ら探求し、問題解決し、そのプロセスや結果を発信しながら、
自分のネットワークを国内外に拡げられる。

自立的・自助的であると同時に協調的・互助的でもある。
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今では、大学生が大学に行く意味が、もはや「就職のため」に
なっているのが事実だと思います。やりたい勉強よりも学歴社
会が重くのしかかってきます。

僕もやりたい勉強よりも就職(その他学歴的格差)を優先して京
大に来ました。その意味では、「授業が自分のやりたい勉強を
邪魔してる」と感じないとは言い切れません。「じゃあ辞めれ
ば」との意見がありましたが、もっともだとは思いますが自分
に置き換えた時には本当に「辞める」と言えるのでしょうか?

個人的には「いやいや勉強する」のは何も身につかないと思っ
ているので、しばられた環境で学ぶものはないと思います。

だが好みだけでは選べない現状がある。だから、新たな発見が
あるかもしれないと納得していくしかない、そういう感じなの
かなと思いました。（法学部1年 H・Y君）

<ゼミ学生の声>
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Supply Push               Demand Pull
流通・販売

小売店 オンラインストア
メディア

マスメディア パーソナルメディア
広告

マスメディア ネット検索付帯

教育
大量生産的・画一的な知識や

技能の習得
コミュニティーベース
興味・能力・必要に応じたオン
デマンドな知識・技能の習得

「グローバル化・フラット化する世界」において求められる
21世紀の教育におけるパラダイム転換
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21世紀の教育におけるパラダイム転換
Supply Push               Demand Pull

教育
大量生産的・画一的な知識や

技能の習得
コミュニティーベース
興味・能力・必要に応じたオン
デマンドな知識・技能の習得

高等教育 1.0 高等教育 2.0

現代社会において、 個々人が、知識的・技能的・職業的基盤を確保
するために、十歳代後半から二十歳代前半までの四年間を「壁に囲
まれた」大学で過ごせば「高等教育は修了」というモデルは、機能
しなくなりつつある。「高等教育のロングテール化」が不可避。

オープンエデュケーションを活用した新たな高等教育モデルの模索
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一方、日本では？
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「オープンエデュケーションが大学をつぶしにかかり、それが
良い方向に向かって、絶妙な融合が生まれればいい。」

その意見には、私も大いに共感します。

この間、「水族館の大水槽の大量のイワシが、天敵のマグロな
どがいないために、迫力のある動きができていなかったので、
マグロを何匹か投入して命の危険にさらし、動きが改善される
ように仕向けた」というニュースを見ました。

今の大学はこの大量のイワシ、オープンエデュケーションは数
匹のマグロみたいなものだと思います。数匹のマグロがいるだ
けでイワシの質が改善される... それほどの、変革への近道は他
にないと思います。」（経済学部1年 M・Tさん）
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生まれてきた子供が親元を離れるまでに、狩りや、鳥ならば飛
行の練習を行うのを見ることができるでしょう。しかし、社会
を形成するメンバーを養成するために学校という制度を設けて
集団的に教育を施す生物は今のところ人間だけのように思いま
す。

人間の技術や文明が高度に発展しすぎてしまったために、この
ような社会の中で生きる、或いはこのような社会を動かす人間
を養成するためには、一定期間知識や技術を注入するための集
中準備期間として学校教育を実施しなければならなくなった、
という記述を読んだことがありますが、恐らくその通りなんだ
ろうと思います。（続く...）

<ゼミ学生の声>
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しかし学校という制度を作って安心しているうちにも、人の社
会は無情にも複雑さを増しつつ、且つ一方ではそれに比例する
ように科学技術も発達してきています。つまり文明とか社会と
かいったものは、たえず変化しているのです。上述のように、
文明の発展に伴って学校制度を開設したならば、その社会の更
なる発展に伴ってまたこれを改変、改善せねばならない、或い
は改善する余地が生ずる事態に陥るのは至極当然の論理でしょ
う。それでも学校教育の根本的な形態には変化が無い。

これまでは技術的、制度的に改善が難しかったということもあ
り、その存在が明らかになっても見て見ぬ振りをされた問題が
あったり、このために 「学校制度とはそういうもの」という暗
黙の共通理解を想定して思考停止してしまったりしても強く批
判することはできなかったのだと思います。（続く...）

<ゼミ学生の声>
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しかし、インターネットによる無償教育を活用できる可能性が
提示されている今、これに対して静観を貫いてニヒリスティッ
クな態度をとったり、明らかになった問題を見て見ぬふりをす
ることは、少なくとも教育を考える者にとっては許されないこ
とだと思います。

オープンエデュケーションの誕生は、この時代にあって「学
校」はどうあるべきか、そもそも「教育」とは何か、というこ
とに関して我々に喫緊の問題を投げかけ、首根っこにナイフを
突きつけて「教育」或いは「学校」に対して抱く思想の根本的
な再考を要請しているのだ、と思わずにはいられません。

（経済学部1年 T・J君）

<ゼミ学生の声>
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「このように高等教育の制度や仕組みが世界的に大きな変動期を迎え

ている中で、日本の大学は、これまで教育鎖国における「地場産業」と

して安穏とやり過ごしてきたことによる「ツケ」の返済のために、場当た

り的な「自転車操業」に追われているように見える。

オープンエデュケーションやMOOCを高等教育の進化の指標として見

ても、今の日本が海外の先達に追いつくことは全く簡単ではない。高等

教育の質を向上させるべく、必要とされる教育支援体制を整備し増強

するための更なる努力を続けなければならないのは言うまでもないが、

我が国の大学や高等教育が、自らを世界の中に位置付け然るべきビ

ジョンを持っていないことほど危惧すべきことはない。

よりグローバルなオープン化が進む高等教育に参入し、そこで積極的

に学び、そこに新たな価値を持った還元ができなければ、我が国の大

学は勿論のこと、国家としての再興を図ることは難しい。」

（ 飯吉透,�2013, 「オープンエデュケーションの新たな潮流 - MOOCの衝撃（下）」, 
教育学術新聞寄稿）
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問題解決策としての「教育のオープン化」
講義教材や教育方法の改善が促進され、さらに質が高く、有用なものな
る可能性が高まり質保証が確保される（例：MIT OpenCourseWare、
カーネギーメロン大学 Open Learning Initiative）。

FDの促進：教育実践を公開し、良い点は誉めて学び合い、効果的でな
い部分は、「文殊の知恵」で改良していく。「名授業」や「ユニークな
授業」が公開されることで、教育的なノウハウが広く共有され、教育活
動に対する関心も高まる。

教育的な試行錯誤や「二の舞になる」ことを避けられるので、より多く
の時間、予算、労力を「教育的イノベーション」に投資することが可能
になり、教育の進展スピードが加速される。

先進国が「教育のオープン化」を進めることは、途上国における教育シ
ステム・基盤構築のための大きな助けとなる。
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JMOOC(と日本におけるMOOC)を巡る課題
そもそも大学のリアルの講義にも興味がなく、学ぶ意欲のない
学生や社会人を、どうやってオンライン学習に向かわせるの
か？日本における生涯学習を、どう再起動させるか？

知的魅力に溢れ、学習効果が高く、役に立つ講義を、配信でき
るのか？（日本語で発信しても、「これは是非英語や他言語に
翻訳したい」と羨望されるような内容にできるか？）

人材の選抜・採用に、MOOCを積極的に活用しようとするス
テークホルダーをどれだけ増やせるのか？

各大学・企業・機関におけるMOOC制作の支援体制・専門的
人材をどうするのか？

MOOCを通じた学びによって、個人の価値と社会の価値を具体
的に、オープンに、どう高められるか？

99




